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計画比
前年

同期比
26年3月期
中間期実績

26年3月期
中間期計画

25年3月期
通期実績

25年3月期
中間期実績

97.9％104.7％7,999
（100.0%）

8,173
（100.0%）

14,863
（100.0%）

7,643
（100.0%）

売 上 高
(売上比）

96.4％105.6％5487
（68.6%）

5,690
（69.6%）

10,090
（67.9%）

5,195
（68.0%）

売上総利益
(売上比）

96.7％100.7％5,281
(66.0%）

5,459
(66.8%）

10,219
(68.8%）

5,241
(68.6%）

販売管理費
(売上比）

89.4％－206
（2.6%）

230
（2.8%）

△128
（-）

△46
（-）

営 業 利 益
(売上比）

92.6％－238
（3.0%）

257
（3.2%）

△47
（-）

△19
（-）

経 常 利 益
(売上比）

81.8％－160
（2.0%）

196
（2.4%）

3
（-）

△61
（-）

当期純利益
(売上比）

[連結] PLの概要

単位：百万円



2026年3月期第2四半期の経営成績

売上高：7,999百万円（前年同期比356百万円増､4.7％増）
売上総利益：5,487百万円（前年同期比292百万円増、5.6％増)
売上総利益率：68.6％（前年同期比0.6ポイント増）

営業経費：広告宣伝費や人件費など一部で運営コストの上昇があった
ものの、改装費用の圧縮など経費コントロールの徹底に努めた結果、
販管費は39百万円増加しましたが、売上高販管費率は66.0％と前年
比2.6ﾎﾟｲﾝﾄの減少となりました。
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[連結] PLの概要

営業利益：206百万円（前年同期は△46百万円）
経常利益：238百万円（前年同期は△19百万円）
当期純利益：160百万円（前年同期は△61百万円）
特別利益：保有する投資有価証券の売却益25百万円
特別損失：投資有価証券評価損５百万円､減損損失9百万円



1. 営業実績については、社会経済活動の正常化によって、店舗での対面型販売がほぼ平時の状
態に戻り、売上高は7,999百万円（前年同期比4.7％増）となり、コロナ禍以前の売上水準にほぼ回
復しました。

2. 売上総利益率は、商品仕入コストの上昇、割引セールやポイント付与サービスなどの販売戦略上
の影響があったものの、一部商品の価格改定や品目別売上構成比の変化などにより 0.6ポイント
改善しました。

3. 営業経費は、広告宣伝費や人件費など一部で運営コストの上昇があったものの、改装費用の圧
縮など経費コントロールの徹底に努めた結果、販売費及び一般管理費は5,281百万円（前年同期
比0.7％増）となり、売上高に対する販管費の割合は2．6ポイント改善しました。

4. 特別利益として、保有する株式の投資有価証券売却益25百万円、特別損失として、投資有価証
券評価損５百万円、減損損失９百万円を計上いたしました。
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前年
同期比

26年3月期
中間期実績

25年3月期
通期実績

25年3月期
中間期実績

104.7%7,941
（100.0%）

14,737
（100.0%）

7,582
（100.0%）

売 上 高
（売上比）

105.7%5,426
（68.3%）

9,960
（67.6%）

5,131
（67.7%）

売上総利益
（売上比）

100.9%5,220
（65.7%）

10,089
（68.5%）

5,171
（68.2%）

販売管理費
（売上比）

－
（‐）

205
（2.6%）

△128
（‐）

△40
（‐）

営 業 利 益
（売上比）

－
（‐）

242
（3.0%）

△41
（‐）

△10
（‐）

経 常 利 益
（売上比）

－
（‐）

165
（2.1%）

△32
（‐）

△95
（‐）

当期純利益
（売上比）

[単体] PLの概要

単位：百万円
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利益額

[単体] 主要なPL科目の推移
単位：百万円

売上総利益/販管費
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単位：百万円

7※写真館事業は2022年2月に撤退しております。



[単体] 営業利益の変化要因別説明図
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△40.2

+242.7

△4.8△2.0△41.7

+51.8

+205.5
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１．売上高は前年同期比で３５８百万円増加しました｡品種別では､メガネが＋２８７百万円、補聴器が＋７０百万円、サングラスは
＋１６百万円と各々増加しました。粗利率は､商品仕入コストの上昇に伴い一部商品について販売価格の値上げを実施しました
が、割引セールや品目別売上構成比の変化などにより、０.７ポイント増加しました。
２．経費面では､主に広告宣伝費等の販売費＋４１百万円、人件費＋２百万円など運営コストの上昇がありましたが、改装費用の
圧縮など経費コントロールの徹底に努めた結果、販管費全体では＋４８百万円増加に止まり､営業利益は２０５百万円の黒字とな
り、前年同期比で＋２４５百万円増加しました。

+245.8
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[単体] 従業員数推移

２２/３期 新卒正社員１７名採用
２３/３期 新卒正社員１０名採用
２４/３期 新卒正社員１５名採用
２５/３期 新卒正社員１３名採用
２６/３期 新卒正社員１４名採用(2025年4月入社)
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（各四半期毎の平均値）



[単体] 四半期別業績推移
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(註)22/3期１Ｑ以降は､収益認識に関する会計基準等の適用後



[単体] 既存店の四半期別販売状況 （前年比）
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消費増税前の駆け込み需要 感染第６波及び第７波
の影響が出る

２３/３期Ｑ３は感染第

８波の影響が出る
が､前年の反動減も
表れている

２４/３期Ｑ４から売

上不振が続いた
が､２５/３期Ｑ２に

販促面を強化し挽
回を図る

（代金税抜きﾚｼﾞ収納時ﾍﾞｰｽ）％
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２０/３期３月から６月迄新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で一部店舗で休
業や時短営業を強いられる

新型コロナウイルス感染第３波
及び第５波の影響が出る

前年の大幅減の反動増

２３/３期Ｑ４の２月から

感染第８波が収束に向
かい、活動制限が一段
と緩和

２５/３期Ｑ２に

入り､着数ｱｯﾌﾟ
→売上ｱｯﾌﾟ
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[単体] 品種別売上高の四半期別推移
単位：百万円
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1. 売上高につきましては、社会経済活動の正常化に伴い人流が戻り、全体では前年同期比で増収となりました。
2. 主力品目のメガネは、前年同期比で増収となり、コロナ禍以前の売上水準にもう一息のところまでとなっております。準主

力品目の補聴器は、お試しレンタルや購入後のアフターサービスが好評を博して前年同期比で大きく伸びコロナ禍以前の
売上水準を大幅に凌駕するまで回復しております。同じく準主力品目のサングラスは、異常な猛暑の中で紫外線対策に対
する関心が増えたことが追い風となりましたが、競合他社との競争激化が影響し、結果として前年同期比では若干の増収
にとどまり、コロナ禍以前の売上水準に対しては既に復調しております。



[連結] BSの概要 単位：百万円

増減額

26年3月期
中間期

25年3月期
期末

構成比構成比

+36354.4%7,75753.4%7,393流動資産

+13331.1%4,43231.0%4,299現・預金

△635.0%7145.6%778受取手形・売掛金

+28716.6%2,36115.0%2,073商品

+3245.6%6,49346.6%6,461固定資産

+954.9%7004.4%604投資有価証券

△2517.3%2,45817.9%2,484敷金・保証金

+395100%14,250100%13,854資産合計

+15210.5%1,4899.6%1,336流動負債

+133.6%5203.7%506固定負債

+16614.1%2,00913.3%1,843負債合計

+22985.9%12,24086.7%12,011純資産合計

+395100%14,250100%13,854負債・純資産合計
13



[単体] BSの概要 単位：百万円

増減額

26年3月期
中間期

25年3月期
期末

構成比構成比

+37153.3%7,56052.2%7,188流動資産

+14130.1%4,26529.9%4,123現・預金

△625.0%7115.6%774受取手形・売掛金

+28716.5%2,33714.9%2,050商品

+2946.7%6,62447.8%6,594固定資産

+956.3%8915.8%796投資有価証券

△2517.1%2,42017.7%2,445敷金・保証金

+400100%14,184100%13,783資産合計

+15310.4%1,4799.6%1,325流動負債

+133.6%5103.6%496固定負債

+16714.0%1,98913.2%1,822負債合計

+23386.0%12,19486.8%11,961純資産合計

+400100%14,184100%13,783負債・純資産合計
14



[連結] キャッシュフロー
単位：百万円

税前当期純利益250百万円、減価償却費80百万円、減損損失9百万円、
賞与引当金の繰り入れ103百万円、投資有価証券売却益△25百万円､売上債権の
減少63百万円、棚卸資産の増加△285百万円、仕入債務の増加59百万円､

法人税等の支払△90百万円など

有形固定資産の取得による支出△121百万円、投資有価証券の売却による
収入26百万円、敷金及び保証金の回収による収入62百万円など

自己株式の取得による支出△0百万円

増減額
26年3月期

中間期
25年3月期

中間期

+264160△104営業活動によるキャッシュ・フロー

+31△27△59投資活動によるキャッシュ・フロー

+0△0△0財務活動によるキャッシュ・フロー

+2351,9261,691現金及び現金同等物の期末残高
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[キャッシュフローの状況]

営業活動

投資活動

財務活動



増減額
26年3月期

中間期
25年3月期

中間期

△1295107設 備 投 資 額

+22－ソフトウエア投資

+08079減 価 償 却 費

△24933減 損 損 失
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[連結] 設備投資・減価償却費・減損損失
単位：百万円

注１）設備投資額は、有形固定資産・繰延資産（長期前払費用）・建設仮勘定増減とし、
敷金及び保証金、無形固定資産のリース資産、ソフトウエアは含まず

注２)減価償却費は、キャッシュ・フロー計算書上の減価償却費



[単体] 出退店状況 (眼鏡小売事業)

年間：新店4店舗､閉店7店舗､計3店舗減
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26年3月期25年3月期

年
間
増
減

下期計画
退
店

出
店

上期
退
店

出
店

期末
退
店

出
店

期
首 増

減
増
減

増
減

△1△1 1372113833△313841141ｲﾝｼｮｯﾌﾟ
眼鏡
小売

△2△1731△1741△3754178路面店

△1431＋1441△243245ｲﾝｼｮｯﾌﾟ

東部

99＋1918路面店

＋118＋118１△117118ｲﾝｼｮｯﾌﾟ

中部

△2△1231△1241△125126路面店

△27111△2713１731173ｲﾝｼｮｯﾌﾟ

関西

3737△337340路面店

5555ｲﾝｼｮｯﾌﾟ四国
中国
九州 4444路面店



P２７：商品政策

営業戦略について

P３４：販売促進政策

P５０：２０２６年３月期（６６期）の連結業績予想

P４８：店舗政策

P４１：補聴器販売

P４７：眼鏡卸売事業
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P２３：愛眼の取組み

P１９：２０２６年３月期（６６期）の基本方針

P４６：コンタクトレンズ販売

P４０：サングラス販売



19

お
客
様
視
点

２０２６年３月期（６６期)の基本方針２０２６年３月期（６６期)の基本方針

ＤＸ推進による店舗オペレーションの効率化

顧客体験(ＣＸ)を軸とした愛眼ブランド力の強化

業務の効率化と働き方改革⇒組織の活性化

店舗特性に合わせたマーケティング施策の強化

集客力アップ

体
制

物価上昇環境下での事業展開

ネット通販の強化

国家検定資格「眼鏡作製技能士」の増員、
「認定補聴器技能者」の資格取得の推進



1. 今後のわが国経済は、ウクライナ情勢や中東情勢、中国経済の減速やアメリカのトランプ政権の政策動
向など、政治・経済の不確実性が高く不安定な国際情勢の中にあって、国内においては、賃金・雇用情
勢の改善が続き、政府の総合経済対策による景気押し上げ効果が期待されるなど個人消費を取り巻く
環境は決して悪くないものの、株価の変動や物価高の影響が長引けば消費支出の低迷に繋がる懸念が
あるなど、先行きの見通しは不透明で厳しい経営環境が続くものと思われます。

2. 当社は、コロナ後の社会情勢の変化を見据えた取り組みを引き続き強化し、組織面におきましても、業
務の効率化と働き方改革をさらに推進してまいります。

3. 営業面では、お客様のニーズに的確に対応した商品の品揃えの充実を図るとともに、顧客満足度を高
め、顧客ロイヤルティを向上させるために、「愛眼ブランド」に関するクリエイティブなアイデアや情報の発
信と店舗特性に合わせたマーケティング施策の推進に鋭意取り組んでまいります。

4. 店舗現場におきましては、ＤＸ推進により店舗オペレーションの効率性を高め、お客様との接点を増やす
ことで、お客様に対する接客・サービスをさらに充実させてまいります。

5. アフターコロナへの対応として通販事業を見直し、お客様のニーズや利便性の観点から自社のＥＣサイト
に加えて楽天市場のＥＣモールへの出店や通販の取扱商品の拡大などネット通販事業の強化に取り組
んでまいります。

6. 人材教育面におきましては、国家検定資格の「眼鏡作製技能士」の全店舗在籍を目標に順次取得を進
めてまいります。また、補聴器の技能者育成のため「認定補聴器技能者」の資格取得にも注力してまいり

ます。

基本的な営業政策
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アイ・スタイリング・サービスアイ・スタイリング・サービス

お客様の嗜好、ライフスタイルに合った最適な商品
の提案を目指す「アイ・スタイリング・サービス」を主軸
にして、愛眼ブランドの強化に取り組んでいます。

21



メガネの「プロ」として、メガネの専門店として、最適な商品・サービスを提供

22

◆愛眼マイスター
会社全体で技術力・知識力・接客力の向上をはかるため、
独自の社内検定を実施しています。

◆国家検定資格「眼鏡作製技能士」の取得

全店への「眼鏡作製技能士」の在籍を目指し取り組みを行っています。

◆「認定補聴器技能者」資格者を計画的に増員

補聴器専門家の資格である「認定補聴器技能者」を、計画的に
増員しています。



23

社会貢献活動社会貢献活動

快適な「見え方」や「聞こえ方」が将来にわたり続くことで、
暮らしがもっと豊かになる。
愛眼ではこの考え方を軸に一つ一つの取組を大切にします。

愛眼の取組み愛眼の取組み
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◆愛眼の社会貢献活動

愛眼の取組み愛眼の取組み

◆保護猫支援プロジェクト
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◆愛眼の地域貢献活動

愛眼の取組み愛眼の取組み

2023年より眼の大切さや目の健康を守るため、子どもたちが自分の目や視力
に興味を持てるように、各小学校へ出張授業を実施しております。

◆小学校への出張授業
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◆ その他の取り組みについて

■補聴器聞こえの相談会

聞こえに不安を感じられている方が
快適な生活を送れるように、随時「聞こえの
相談会」を実施しております。

愛眼の取組み愛眼の取組み

■高齢者免許自主返納

■盲導犬訓練所への寄付活動

■クリック募金

大阪市が実施するクリック募金に愛眼も協賛。６５歳以上のお客様への免許自主返納を
しやすい社会環境づくりに貢献。

愛眼店舗全体で募金箱を設置し、盲導犬の育成に
貢献。寄付にご協力いただいたお客様、
誠にありがとうございました。



フレーム・レンズ一体価格
スマートプライス ・明瞭で安心な価格表示

・お買い得な価格設定

27

２０２６年３月期 商品政策

『薄型』非球面プラスチックレンズでも
『薄型内面累進遠近両用レンズ』でも
追加料金は不要です。

※￥13,200(税込)以上のメガネが対象となります。(一部除外品あり。)
※カラーなどのオプションは別途。



有害光線対策のアイガンＵＶ４２０提案

■レンズオプション
紫外線（UV）やブルーライトに加え、眼病の原因とされる高エネルギー可視光線(HEV）
をカットする「アイガンUV４２０」と、老化につながると話題の近赤外線(NIR)をカット
する機能をさらに加えた「アイガンUV４２０＋美肌｣を提案。

28



2025年4月 イタリア発祥の大人気ブランド「POLICE」に
メガネの愛眼が“別注”した独占モデルに新作が登場！

POLICE

29

新商品

•人気モデルSPLE40Jのフロントをシャープなデザインに変更した別注モデル

•偏光レンズ仕様



2025年4月 愛眼“別注”のモデルが登場！
『FURLAサングラス』愛眼“別注”モデル第2弾！

FURLA

30

新商品

• シンプルなメタルテンプルにFURLAアーチロゴがポイント

• 3種類の生地カラーを貼り合わせたドミノパターンのモダン

• トレンドのボストンシェイプ、4カーブレンズのセルコンビサングラス

• 薄めのグラデーションカラーレンズ

• SFU651Jにノーズパッドを採用し別注モデルとして、掛け心地を追求

• 2024年売れ筋の生地を採用



リウィッチ

2025年4月 『私は、いつでも変われる。』をコンセプトに
愛眼の新商品メガネ 【Re:Witch（リウィッチ）】が登場！
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新商品

■RW‐0001
柔らかい角のあるデザインがシンプルな
ウェリントン型フレーム。顔周りの丸みをすっきり見せて
輪郭になじみやすく落ち着いた雰囲気に。

■RW-0004
柔らかさとシャープさのバランスが絶妙なボストン型フレー
ム。ベーシックなデザイン＆太めのフレームが、ファッション
のアクセントになり、都会的で洗礼された雰囲気を演出。

リボンモチーフのあしらい

モダンの先と鼻パッドにリボンモチーフをあしらい、「変わりたい」心にそっ
と寄り添い、背中を押す気持ちを表現。
お化粧が崩れにくいパッドを使用。



わのいろ

2025年6月 愛眼の新商品メガネ【わのいろ】登場。
日本の伝統色を現代風にアレンジ！

32

新商品

【わのいろ】は、日本の伝統色を現代風にアレンジした愛眼のプライベートブランドです。

派手さではなく、奥ゆかしさを感じさせる色合いが特長で、四季の移ろい、朝霧の淡さ、和紙の透け
感など、繊細な美しさを表現しています。

クリングスと呼ばれる金属部分は、お一人おひとりの鼻の幅・高さ・奥行に合わせ
て調整できます。



MIGAKI 

2025年7月 『届く、本物』 愛眼の国産ヴィンテージデザインメガネ
【MIGAKI(ミガキ)】に新たな魅力を纏った第二弾が登場！
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モダンに膨らみをもたせることで
ズレを防止し、フィット感を向上

鼻パッドは劣化しにくいチタン製。
幅・高さ・奥行きの3次元でフィット

かけ心地をよくするためテンプル
の中にバネを採用

新商品
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２０２５年５月

商品販促企画商品販促企画
愛眼「鬼撥水」レンズ登場！

撥水性・耐傷性に優れた新レンズ。

眼鏡使用におけるお困りごとを軽減
できる新レンズが登場。
初動の目標値２００％達成。

２０２６年３月期 販売促進政策
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愛眼の度付きサングラスセット

２０２５年６月

度付きサングラスセットのWEBページをリニューアル。
今夏おすすめの新商品を含め豊富なバリエーションでサングラスの訴求を実施。

商品販促企画商品販促企画
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商品販促企画商品販促企画
調光レンズプロモーション

６月～

今年も引き続き人気の調光レンズ。WEB上での告知を展開。
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販促企画販促企画

『春の新作祭』開催２０２５年４月

２０２５年６月 「スーパーサマーセール第一弾」

２０２５年８月 「スーパーサマーセール第二弾」

２０２５年９月 「決算セール」実施
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dポイントdポイント

◆ メガネ・サングラス・補聴器など店内全商品が対象
〈 200円（税抜）に対し１ポイント還元 〉

◆ｄポイント
500ポイントキャンペーン

５倍キャンペーン

ＰａｙＰａｙＰａｙＰａｙ
ＰａｙＰａｙクーポン企画実施
適時実施

クーポン企画に登録し
PayPayでお支払いいただくと
１０％オフ（税込5,000円以上対象）
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オンラインショップオンラインショップ オンラインショップは順調に伸長

■人気ブランドサングラスの愛眼別注モデルや人気アニメコンテンツのメガネなど、当店でしか手に入ら
ない商品や話題性のある商品など豊富なバリエーションを展開。

オンラインショップならではの商品の投入や企画を実施し、売上は堅調に推移。
更なる話題性、利便性の向上に向けて取組みを強化します。

■大好評のオリジナル商品シリーズ

「お風呂用メガネアイガンFORゆの特別カラーモデル」
など愛眼オリジナルの商品も数多く展開。
思わず欲しくなる専用メガネなど便利アイテム
メガネが満載です。



◎サングラスの売上高は、猛暑の中で紫外線対策に対する関心が増えたものの、競合
他社との競争の激化等の影響によって、前年同期比では若干の増収に止まりました。

91.8%

97.7%

57.6%

89.7%

94.6%

103.9%

122.5%

109.2%

140.2%

114.7%
108.8%

109.2%

101.8%

50%
60%
70%
80%
90%

100%
110%
120%
130%
140%
150%
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サングラス実績の前年同期比推移
■プライベートブランドサングラスの充実

サングラス販売サングラス販売



補聴器販売補聴器販売

補聴器実績の前年同期比推移

シニア層への対応強化
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◎補聴器の売上高は、２０２１年３月期上期以降､コロナ禍の下
で低調に推移した後、２０２２年３月期以降、前年同期比では増
加に転じました。今期も順調に増加しております。

■インパクトとわかりやすさの訴求を強化

レンタルできる種類の豊富さが好評を得ています。
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■全レンタル件数に占める充電式補聴器構成比

3月2月1月12月11月10月
2025年
3月期

78.8%74.4%75.4%76.9%82.1%78.4%
充電式
構成比

9月8月7月6月5月4月
2026年
3月期

75.1%79.0%75.7%78.9%77.8%75.9%
充電式
構成比
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・祖母と孫が笑顔で微笑み合う情緒的な紙面で、
お客様の暮らしがより豊かになる「愛眼の補聴器」を
体験していただけるイメージを訴求しました。
・湿気が多い季節でも補聴器がお得に購入できる
キャンペーンを実施し、お買い得感を訴求しました。

補聴器販売補聴器販売



補聴器の啓蒙活動を強化
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◎補聴器体験会イベント開催
聞こえのチェックと補聴器無料体験
を軸に、ショッピングセンターや駅の
コンコースで啓蒙イベントを実施

補聴器販売補聴器販売
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補聴器販売補聴器販売

◎大阪本店、横浜本店、名城本店に
補聴器体感ルームを設置。

様々な音環境を再現して、最新の補
聴器の聞こえと効果が体感できます。

◎2025年6月にリニューアルオープン
したイオンモール川口前川店は、補聴
器体感ルームを模した補聴器サロンを
店内に設置しました。
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補聴器販売補聴器販売

◎気軽に聞こえを補いたい、
と考えている方に向け、
ワイヤレスイヤホン「きこエール」
の取扱いを開始しました。
複雑な調整が不要で、日本語で
ガイドしてくれる点も喜ばれています。

◎ライトユーザー獲得に向け、
取扱商品を増やしています。



46

コンタクトレンズ販売コンタクトレンズ販売

◎女性をメインターゲットにコンタクトレンズの
販売・演出を強化。
よりわかりやすく買いやすい売り場作りを行っ
ています。
◎ショッピングセンターでカラコンモニターキャ
ンペーンを実施。コンタクト取り扱い店としての
認知度アップにつながりました。
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百万円眼鏡卸売事業眼鏡卸売事業

・得意先に対する新商品の投入や販売

支援に努めるとともに、新規取引先の

開拓に取り組んでおります。
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百万円



■ 新店：３店舗の新規出店

48

２０２６年３月期 店舗政策

２０２５年４月 新店
イオン海老名店

２０２５年４月 新店
イオン海老名店

２０２５年６月 新店
平和堂高富店

２０２５年６月 新店
平和堂高富店

２０２５年８月 新店
アル・プラザ城陽店
２０２５年８月 新店
アル・プラザ城陽店
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２０２６年３月期 店舗政策

２０２５年４月 改装
イオンモール四條畷店

２０２５年４月 改装
イオンモール四條畷店

２０２５年５月 改装
そよら西宮今津店
２０２５年５月 改装
そよら西宮今津店

２０２５年６月 改装
イオンモール川口前川店

２０２５年６月 改装
イオンモール川口前川店

２０２５年７月 改装
SYZイオンモール堺鉄砲町店

２０２５年７月 改装
SYZイオンモール堺鉄砲町店

■ 改装：４店舗の改装



１.連結業績予想については、2025年5月12日の「2025年3月期 決算短信」
で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はございません。

２.なお、連結業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の基準に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。今後の業績予想の修正の必要性
が生じた場合には、速やかに開示いたします。

２０２６年３月期の連結業績予想の考え方

50



前 期 比

増 減

2026年3月期計画2025年3月期実績

売 上

構成比
金 額

売 上

構成比
金 額

％百万円％百万円％百万円

+6.2+925100.015,789100.014,863売上高

+8.7+88069.510,97167.910,090売上総利益

+5.2+52868.110,74868.810,219販売管理費

－+3511.4222－△128営業利益

－+3181.7271－△47経常利益

－+1460.9149－3当期純利益

２０２６年３月期の連結業績予想
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